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全開 関正
予イダーヘタブレットを入れスライダーをJ111 し込むと，タブレ

ツトはチャ ンヰノレの中をとお っ て所定の位低に納まる。この途

中でタブレツ ト の自重によって~fC[かんを持ち上げ，これに速

なる半開鈎を持ち上げて解錠し， 下部スライダーを定位にする

ことカ:てずき る。

下部スライダーを定位にして送信7~鍵を押すと相手駅の継電

総が動作し， 解錠TE鍵を押すことによって半開線輪が動作し，

半|湖鍵を持ち上げて下部スライダーを定位に押し込むことがで

をる。 以上のよ うに納入する場合には， 全開 ・ 半IJMいずれの I!i'l

2注目誌でもよく ， 下部ス ライダーを定位に納めるためには全間半

日目とも半日目鈎を持ち上げればよい。(庖松広一)

つ 主議、主かんそうち 通風管装置 (英) blower piping I畿

|民lヰIが停車中またはf有力巡転中， 生記長気を使って通風を行う装

i丘。停車中またはf有力運転中は，吐出しノズノレからシリソダの

銚吉正を唄m しないのでi扇風もない。しかし燃焼を縫んにしてポ

イラの圧力を上げ，あるいは定圧を保持するため{車問するので

ある。通風はポイ ラの蒸気分配給より止め弁(凶の照号 3 )の

操作により通風管 m日号 1 ・ 2 )を経て，煙室側の通風三方コッ

ク (1照号 4 ) を巡り煙室内の吐出しノズノレ部から煙突に向って

l 通風管裟位

つうふうき

生蒸気を噴出させ， その誘引作用により通風を

行 う 。吐出 しノズル部の生蒸気噴出口は，鈴飲

製多穴式のものが多く 使われ，入換話器l鎚事など

では直接管先端を細く した単穴式のものも使わ

オl る。

通風三方コック(照号 4 ) は他後除ilI1ïの生淡

気あるいは圧給空気をこれより返して通風を起

し， 点火後まだポイ ラ圧力の上昇しないとき使

用する。(高桑五六)

つうふうき 通風器 (笑) ventilator (~) 

L�tungsapparat 答111 ・ 電車および気動車な

どの客室内の汚濁した空気を換気する装置で， 一般に車両の屋

根上に取付けてある。 なお貨耳車Iのi巡盈風I車ド札， 有カが:いI車lド1およひび:}事ドA

I事ドにも同様の目自的qで{使吏 H問t している。

i温風告告はそのj'J' Hl上放出し式通風器と判ljt，み式i温風総とに分

務l される。

1 吸出し式通風器は車両の進行中に生ずる気流によって，

i温風総の出口の部分 1. ガー ラン ド形風通告告

に其空を作り，客室

内のよこ.れた空気を

!l&出す作用をするも

ので， その極探iはは

なはだ多いが，その

代表的なものに， ガ

ーラ ンド形通風器，

トルベード形通風器

(f谷に水雷形という)

および円筒形通風器

が為る。最近の銅製

客車にはガー ランド

形通風総が取付けて

あるが， 古い木製111

にはトルベー ド形ìID.

風穏をI反付けたもの

もある。また電車の

ように多数の乗客を

輸送するものでは侠

気1î!:を多くするため

大きな断削絞を有す

る円筒形通風総を]反

付けてある。この辺

JiìR総は円筒lの作用に

よって， 停車中も自

然換気を行 5 特長を

有 している。 .

2 押込み式通風

器は車両の進行方向

に聞いている風の受

口から，風圧によっ

て外気を客室内に拘1

込む作用をするもの

で，雨水などが客室

内に浸入しないよう

にな っている。

この jl11込み式通風

器はモハ80，サロ 85 ，

2. ト ルベ ー ド形ìili 風(，~

3. 円筒形ìili風w.;

4 抑込式通風総

一一一 1131 一一一




